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猛暑が続く 7 月 21 日（土）の練習時に、村上さん

がサプライズ暑気払いを行ってくださいました。休憩

前になにやら発砲スチロールを運び込みしていたの

で、ご自宅で採れた新鮮野菜をくださるのかと思って

いたら、なんと夏に嬉しい“ところてん“ではありませ

んか！しかも川津の天草を使用したところてん。会員

は次々に手を洗いに行き、ところてんの配給（笑）作

業に入りました。会員の中には、天突き器を初めて見

る人もいて、海が近い勝浦での田舎体験？ができたの

ではないでしょうか。 

 

さあ、配りますよー！ 
皆さん、わいわい話をしながら、夏の味覚を楽しん

でいました。さっぱりとした美味しいところてんで、

毎日の暑さで蓄積された体のだるさが吹き飛びまし

た。お代わりをする人も続出。大好評でした！村上さ

ん、ありがとうございました！！ 

 
美味しさに、会話も弾む(*^_^*)   

 

 
覚翁寺は、代々徳川家の幕臣であった植村家の菩提

寺です。初代植村泰忠は出家し還俗後より 3000 石を

受け、勝浦城を建てました。3 代目植村泰朝の時代に

覚翁寺を創建しました。2 代目植村泰勝の幼名から「覚

翁寺」と名付けられました。植村氏の遺徳を偲んで毎

年 4 月 6 日～3 日間植木市が境内で開かれます。 

 境内には植村氏 3 代泰朝、4 代忠朝、5 代正朝の墓

宝筺印塔（ほうきょういんとう）があり、市指定文化

財となっています。また、本堂には江戸彫刻の名人と

いわれている通称・波の伊八（武志伊八郎信由）の欄

間が残されています。                         

堂左側欄間：【波に珠取火焔龍】 

 

本堂右側欄間：【波に火焔龍】

 

暑さ吹き飛ぶ 

サプライズ暑気払い★ 
勝浦探訪 覚翁寺 


